
５月２１日に交 

通安全教室があり 

ました。園児・児童 

は、「基本的な歩 

行ルールや正しい

自転車の乗り方を身につけること」、中学

生は「自転車通学時のルール遵守と、加害

者になるリスクの認識」について学習しま

した。 

交通事故を未然に防ぎ、自他の命を守

る意識を高めることができました。 

これからも交 

通マナー・交通 

ルールを守って 

ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ 家庭相談室の案内 

 

 

 

 

長島町立 獅子島幼稚園 獅子島小･中学校 
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６月中旬～７ 月の主な行事 
６月 

１５日（月） 家庭学習強調週間～２３日 

１７日（水） 上級学校説明会【G８、９】 

１９日（金） 交流活動【幼・Ｇ１、２】 

２２日（月） １学期期末テスト【中】～２４日 

２４日（水） 浄水場見学【G４】 

２６日（金） 授業参観【小】保育参観【幼】 

        学級 PTA 

学校保健委員会（救急法講習会） 

２９日（月） 水泳学習スタート【中】 

３０日（火） 保育実習①、７／１５②【G９】 

７月 

１日（水） 園外保育（子ども芸術劇場）【幼】 

２日（木） 第３回 PTA 役員会 

       建友会重機体験【幼、G１・２】 

６日（月） 租税教室【G５―９】 

７日（火） 第２回学校運営協議会 

       食に関する指導【小】 

９日（木） 水泳記録会放課後練習開始 

１０日（金） 進路講演会【中】 

        おもちゃ花火教室【幼】 

１７日（金） 終業式 

２１日（火） 水難事故防止強調月間～８／31 

２４日（金） あずかり保育～３１日【幼】 

２８日（火） 三者面談～３０日【G９】 

５月 19 日に園児と中学生による「いも植え」がありました。 

幼・小・中の一貫教育ができる本校ならではの「交流活動」。 

中学生は、園児のお世話をする中で、自然と相手の立場に立って考える力

が育ちます。また、園児から頼られる存在になることで、自己有用感を高める

ことにつながっています。さらに、自分の幼い頃を振り返り、心身の大きな成

長も実感できています。 

園児は、家族や園の先生以外の「年上の人」と関わることで、コミュニケー

ション能力を学ぶとともに、触れ合いを通して、未来への期待を安心して膨ら

ませています。本校（園）では、今後も交流活動を推進していきます。 

裏面もご覧ください 

５月 26 日の事前指導では、車いす体験や高齢者疑似体験、視覚障がい

者の生活体験などを通じて、身体的な特徴や年齢による変化、それに伴う日

常生活にある社会のバリアを学びました。「自分だったらどうしてほしいか」

を想像すること、相手の立場に立った配慮や思いやりの心の大切さを知る

ことができました。 

また、２日間実施された施設での交流を通じて、身の回りにある生活課題

や社会のバリアに目を向け、課題を発見する力を養うとともに福祉について

考えを深め、自分とは異なる立場の人とどのように関わり、支え合って生き

ていくかを考えることができました。  

ことばの力 ～ リフレーミング ～  園長・校長 松岡 仁志 

先週、幼稚園で研究保育を行いました。参観した小学校

の先生からは「準備や接し方がとても丁寧ですね」。中学校
の先生からは「話を聞いて、発泡スチロールにさっと絵を
描いた園児の姿に驚いた!」などの温かい感想が聞かれま
した。素直でかわいらしい様子と、失敗を恐れず思い思い
に表現する姿から、幼児期ならではの豊かな感性と「もっ

と～をしたい！」と挑戦する力を感じられたようでした。 
 「遊び」から学ぶ園児と、「教科」から学ぶ児童生徒との
違いはありますが、子供の行動をつながりや多角的な視点
で見たり、友達同士や教職員とのやり取りの様子や言葉を
じっくり聞いたりすることの大切さを改めて感じました。 

校内でのやり取りを耳にしながら、「リフレーミング」の

考え方がふと頭に浮かんでくることがあります。これは、

物事を別の見方や言葉で意味や価値を捉え直すことです。 
例えば、「飽きっぽい子」は「変化を好む好奇心旺盛な
子」。「空気が読めない」は「自分軸をしっかりもっている」。

「人付き合いが苦手」は「自分と向き合う時間を大切にす
る」とも考えることができます。また、「失敗が多い子」に

対しても、「たくさん挑戦（経験）をしたね！」とリフレー
ミングして声をかけることもできます。子供たちは、周囲

の大人や子供の「ことば」の影響を受けて育っていきます。 

先日朝 7時、中学校職員は地区総合体育大会に出場する
選手を港で自主的に見送りをしました。船を見送る温かな

エールと「次に（結果だけでなく将来に）つながる挑戦をして
きます!」という生徒の決意が海に広がった気がしました。 

子供たちのよさを見つけ、それを周りの「人」が温かな

言葉で伝えていく。一人一人の違いを認め、その子らしい
輝きの瞬間を大切して、「自分は大切にされている」と感じ

られる学校でありたいと思います。これからも家庭や地域
でそのような輪を一緒に広げていきましょう。 

  「子育てひろば」（町福祉事務所）が、毎週水曜日の９時半～1３時まで、

獅子島アイランドセンターにて実施されています。子育てについて等、気軽に

相談できるとのことです。ぜひ積極的な活用をお願いします。TEL 86-1146 

https://shishichu.synapse.kagoshima.jp/


  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 


